
 1 

商品市況展望  

平成 25 年 2 月 17 日記 

 

経済の千里眼経済の千里眼経済の千里眼経済の千里眼    安倍バブルが招く動乱は現代の「応仁の乱」安倍バブルが招く動乱は現代の「応仁の乱」安倍バブルが招く動乱は現代の「応仁の乱」安倍バブルが招く動乱は現代の「応仁の乱」    

    

 多くの政財界人がそのマーケット予測を頼る「経済の千里眼」菅下清廣氏。ほぼ 1 年前、著

書（『2014 年までにお金持ちになりなさい』徳間書店刊）や雑誌インタビューで 2 つの大胆な

“予言”を打ち出して専門家たちの物議を醸した。 

…中略… 

 1989 年に最高値をつけた日経平均は、その後ずっと下がり続け、ちょうど 20 年目に当たる

2009 年 3 月にリーマン・ショック後の最安値である 7054 円を記録した。そこから約３年間、

株価は底這いを続けたが、これも相場では珍しくない「底固め」の動きと言える。「天井は点、

底は面」とも表現する。 

 

 そして今年、いよいよ底固めが終わる兆候が見えてきたわけだが、この株価下落の 20 年と見

事に重なっていて興味深いのが、今年行なわれる伊勢神宮の式年遷宮だ。天照大御神を祀る天照大御神を祀る天照大御神を祀る天照大御神を祀る 2222

つある内宮をつある内宮をつある内宮をつある内宮を 20202020 年ごとに交互に建て替えて神様を移す神事だが、この年ごとに交互に建て替えて神様を移す神事だが、この年ごとに交互に建て替えて神様を移す神事だが、この年ごとに交互に建て替えて神様を移す神事だが、この 2222 つの社殿を「米の坐（こつの社殿を「米の坐（こつの社殿を「米の坐（こつの社殿を「米の坐（こ

めのくら）」「金の坐（かねのくら）」と呼んできた。めのくら）」「金の坐（かねのくら）」と呼んできた。めのくら）」「金の坐（かねのくら）」と呼んできた。めのくら）」「金の坐（かねのくら）」と呼んできた。    

 

 今年は 20 年ぶりに米の坐から金の坐に移るが、これを経済サイクルと重ねると非常に興味深

いことがわかる。詳細は拙著『大富豪だけが知っている「金の坐」の法則』（小学館刊）に記し

たが、過去、米の坐の 20 年は直近の 1993～2013 年がそうであったように、平和と成熟の時代

になる。 

 米の坐は文字通り収穫の神を象徴している米の坐は文字通り収穫の神を象徴している米の坐は文字通り収穫の神を象徴している米の坐は文字通り収穫の神を象徴している。泰平、文化・芸術の発展、ゆとり、弱者救済、

エリートを作らない平等主義などに特徴があり、人々の満足度の高い時代になる。確かにデフレ

不況は社会の底辺を痛打したが、多くの日本人は食べるに困ることもなく、世界的にも冷戦後の

「平和の配当」により、安定した政治と経済が続いた時代だった。 

 半面、安定は停滞と同義語でもある。政治・経済が停滞し、国家も国民もそれまでの蓄えを少

しずつ食いつぶしながら緩やかに縮小していくのが米の坐の 20 年である。 

 

 逆に、金の坐は動乱と対立、競争を暗示している逆に、金の坐は動乱と対立、競争を暗示している逆に、金の坐は動乱と対立、競争を暗示している逆に、金の坐は動乱と対立、競争を暗示している。歴史的には日清・日露戦争、太平洋戦争

はすべて金の坐の時代に起きたし、古くはペリー来航や桜田門外の変もそうだ。直近の金の坐

（1973～1993 年）では、オイルショック、天皇崩御、そしてバブル崩壊などが起きている。結結結結

論から言えば、これから始まる金の坐の論から言えば、これから始まる金の坐の論から言えば、これから始まる金の坐の論から言えば、これから始まる金の坐の 20202020 年は、ついに日本経済が復興して上昇気流に乗る時年は、ついに日本経済が復興して上昇気流に乗る時年は、ついに日本経済が復興して上昇気流に乗る時年は、ついに日本経済が復興して上昇気流に乗る時

代である可能性は高い代である可能性は高い代である可能性は高い代である可能性は高いが、それに伴って激しい動乱と変革、競争と淘汰が起きると予測されるが、それに伴って激しい動乱と変革、競争と淘汰が起きると予測されるが、それに伴って激しい動乱と変革、競争と淘汰が起きると予測されるが、それに伴って激しい動乱と変革、競争と淘汰が起きると予測される。 

 

 1980 年代のバブルは言わば「列島バブル」だった。土地が上がると言えば大都市はもちろん、

網走でも離島でも上がった。あらゆる企業が業績好調、サラリーマンは誰もが金持ちになった。 

 しかし、これから始まるバブルは「格差バブル」になるれから始まるバブルは「格差バブル」になるれから始まるバブルは「格差バブル」になるれから始まるバブルは「格差バブル」になる。上がる土地や株もあれば、安値で

放置されるものもあるだろう。ものすごい成功を収める企業が出る一方、オリンパスやシャープ
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のように、まさかという大企業の没落もますます増えるはずだ。個人の競争も激化し、格差は拡

大すると考えたほうがいい。その是非はここで論じないが、日本が再び強い国、強い経済を取り

戻すために、そういう時代が必要であることも間違いない。 

 

 安倍バブルが連れて来るのはバラ色の未来だけではない。長い低迷と泰平の時代が終わり、い

よいよ動乱期に入るのだから、これは現代の「応仁の乱」と考えておいたほうがいいだろう。 

※SAPIO2013 年 3 月号 

 

    伊勢神宮の 2 つの社殿が、「米の坐（こめのくら）」「金の坐（かねのくら）」と呼ばれている

という事は、初めて知った。 

 経済サイクル理論については、考え方としては我々が日常使経済サイクル理論については、考え方としては我々が日常使経済サイクル理論については、考え方としては我々が日常使経済サイクル理論については、考え方としては我々が日常使っているチャートと同じっているチャートと同じっているチャートと同じっているチャートと同じであり、

｢過去こうだったのだから、先々もまたこうではあるまいか？｣という話だ。｢歴史は繰り返す｣

という言葉もあるように、これはこれで有効なものだろう。 

 

この経済サイクル理論には、色々なものがあるわけで、チャイナでは｢風水による株価予測｣

というものまであり、これはそれを出している会社ですら｢実際の投資には、あまり当てにしな

いで下さい｣とお断りを入れているらしい。20 年ごとに行われる伊勢神宮の式年遷宮に経済サイ

クルを当てはめるというのは、これと似た若干オカルトの類のような気がせんでもない。 

だが今後日本がデフレ経済から脱却してゆくならば、そのうちにバブルがどこかで起きるだろ

うという事には、そうだそうだと納得する次第だ。そして何よりも、伊勢神宮の 2 つの社殿が、

「米の坐（こめのくら）」「金の坐（かねのくら）」と呼ばれているという事を知っただけで、何

となく賢くなった気がして OK だ…（笑） 

 

さてさてさてさて直近の相場サイクルは、円安による大暴騰が直近の相場サイクルは、円安による大暴騰が直近の相場サイクルは、円安による大暴騰が直近の相場サイクルは、円安による大暴騰が 11111111 月半ば→月半ば→月半ば→月半ば→2222 月半ばまで月半ばまで月半ばまで月半ばまで 3333 ヵ月続き、ちょヵ月続き、ちょヵ月続き、ちょヵ月続き、ちょ

っと調整局面に入ってこの週を終えたという情勢。っと調整局面に入ってこの週を終えたという情勢。っと調整局面に入ってこの週を終えたという情勢。っと調整局面に入ってこの週を終えたという情勢。3333 ヵ月というのは、相場では一つのヵ月というのは、相場では一つのヵ月というのは、相場では一つのヵ月というのは、相場では一つの一般的な一般的な一般的な一般的な

サイクルだサイクルだサイクルだサイクルだ。 

今後 3 ヶ月を掛けて調整を終えるのだとしたら、2 月半ば→5 月半ばで終了。そして次の 3 ヶ

月は、5 月半ば→7 月半ばと参院選のピークに向けて急騰するという図式になるわけで、何とな

くスッキリと納まる気はする。まあ、そこまで単純に動けば、誰も苦労は無いが…（笑） 

 

そしてもう少し長いサイクルだと、3 年半続いた民主党政権でグダグダだったのだから、これ

からまだ 3 年半は好調。2015201520152015 年半ばまでは、株高・商品高は続いて行くのかも…年半ばまでは、株高・商品高は続いて行くのかも…年半ばまでは、株高・商品高は続いて行くのかも…年半ばまでは、株高・商品高は続いて行くのかも…なんて事も考

えるわけだ。    

 そう言えば、核実験を強行した北朝鮮。今のところ朝鮮のロケットは、ICBM のように一度大

気圏を突破して宇宙空間に出て、また大気圏に突入して目標に到達するという技術は無いようだ。

だからアメリカは、北が核開発を行っているとはいえ、すぐに空爆を仕掛けるような軍事行動も

取らないのだという。｢アメリカ本土に核ミサイルを打ち込むぞ！｣と脅しても、そんな技術はな

いじゃん、とまだ思っているわけだ。 

 しかしこのままのペースで開発が進めば、3 年後には本当に出来る可能性もあるらしい。そう

なったら、多分アメリカはやるんだろう。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕 

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 \4,970 -44 \4,988 -42 

2 月 13 日 \4,938 -32 \4,955 -33 

2 月 14 日 \4,944 6 \4,962 7 

2 月 15 日 \4,853 -91 \4,869 -93 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『国内金価格の動向は為替次第であり、3 連休明けの為替動向に

注目だ。またドル建て金価格は、来週末からの動きに注目。いずれにせよ、大勢押し目買いの相

場に変化なしであろうが、買うならなるたけ安いところを買いたいのが、市場参加者共通の認識

だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けに 5,000 円を割り込んだ相場が調整色を強め、週末には急落週末には急落週末には急落週末には急落。

4,800 円台半ばまでの急落となり、その後の夜間取引では 4,8214,8214,8214,821 円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録である。 

 

5,0815,0815,0815,081 円（円（円（円（2/72/72/72/7））））→→→→4,8214,8214,8214,821 円（週末の夜間取引の安値）までの下げは、円（週末の夜間取引の安値）までの下げは、円（週末の夜間取引の安値）までの下げは、円（週末の夜間取引の安値）までの下げは、260260260260 円幅となる円幅となる円幅となる円幅となる。直近の直近の直近の直近の

上昇相場のスタートを上昇相場のスタートを上昇相場のスタートを上昇相場のスタートを 4,3334,3334,3334,333 円（円（円（円（12/2112/2112/2112/21）とした場合、）とした場合、）とした場合、）とした場合、748748748748 円上がったわけだから、ある意味で円上がったわけだから、ある意味で円上がったわけだから、ある意味で円上がったわけだから、ある意味で

はこの程度の反転は、皆が何時か来るだろうと思っていたはずだはこの程度の反転は、皆が何時か来るだろうと思っていたはずだはこの程度の反転は、皆が何時か来るだろうと思っていたはずだはこの程度の反転は、皆が何時か来るだろうと思っていたはずだ。 

だが実際にこうなると、260 円の下げは 1 枚＝26 万円の動きなので、ビビらされるのもまた相

場だ。 

 

相場が調整局面を終えてまた上昇に転じれば、中長期的に見て…    

〇1800180018001800 ドル×ドル×ドル×ドル×100100100100 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝5,7875,7875,7875,787 円円円円 までは少なくとも上がる可能性は非常に高い、と考

えている事には、変化無しだ。 

 だがその前に、実際には今 5,000 円台→4,800 円台まで値を消して来ているわけで、さて下が

るとした場合、最大でどの程度まである可能性があるのか？最大でどの程度まである可能性があるのか？最大でどの程度まである可能性があるのか？最大でどの程度まである可能性があるのか？というのが、今週のテーマだ。 

 

さて、今までの上げ相場の中では、日足陰線が 3 本入った後は切り返す、というパターンの中

で来ていた。…中略… 

    

4,3334,3334,3334,333 円（円（円（円（12/2112/2112/2112/21）を起点とした上げ相場、）を起点とした上げ相場、）を起点とした上げ相場、）を起点とした上げ相場、784784784784 円幅の円幅の円幅の円幅の 3333 分の分の分の分の 1111 押しなら押しなら押しなら押しなら 261261261261 円幅で、ちょう円幅で、ちょう円幅で、ちょう円幅で、ちょう

ど夜間取引の安値の価格。半値押しならど夜間取引の安値の価格。半値押しならど夜間取引の安値の価格。半値押しならど夜間取引の安値の価格。半値押しなら 392392392392 円下げで、円下げで、円下げで、円下げで、4,6894,6894,6894,689 円という価格になる。これがざっ円という価格になる。これがざっ円という価格になる。これがざっ円という価格になる。これがざっ

くりとした、一つの目安であろう。くりとした、一つの目安であろう。くりとした、一つの目安であろう。くりとした、一つの目安であろう。    

 

なお国内換算価格は、NYNYNYNY ドルベースドルベースドルベースドルベース××××為替為替為替為替÷÷÷÷31.103531.103531.103531.1035 で算出されるが、為替は 94.4694.4694.4694.46 円（円（円（円（2/112/112/112/11））））

をピークに 92 円台前半まで一時円高に。 

G20 開催を前に調整が出ているわけだが、週末の NY タイムではすでに 93 円台半ばまで戻して

いる。麻生大臣なら、おそらく反対派の意見には負けない麻生大臣なら、おそらく反対派の意見には負けない麻生大臣なら、おそらく反対派の意見には負けない麻生大臣なら、おそらく反対派の意見には負けないだろうから、だろうから、だろうから、だろうから、もうすでに為替の調整もうすでに為替の調整もうすでに為替の調整もうすでに為替の調整

は終わっている可能性も高いが、チャートではあったとして基準線のは終わっている可能性も高いが、チャートではあったとして基準線のは終わっている可能性も高いが、チャートではあったとして基準線のは終わっている可能性も高いが、チャートではあったとして基準線の 91919191 円台までだろう円台までだろう円台までだろう円台までだろう。90909090 円円円円

を割り込むような円高は無いと読むを割り込むような円高は無いと読むを割り込むような円高は無いと読むを割り込むような円高は無いと読む。 
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問題は問題は問題は問題は NYNYNYNY ドルベース×ドルベース×ドルベース×ドルベース×91919191 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035 のドルベースの価格だのドルベースの価格だのドルベースの価格だのドルベースの価格だ。はっきり言えば、こっちが悪

い。これは 2/3 号でコメントしたとおり、1626162616261626 ドルを割り込めば底抜けのチャートドルを割り込めば底抜けのチャートドルを割り込めば底抜けのチャートドルを割り込めば底抜けのチャートとコメント

し、NY 金なら売りたいとしていたものが、現実に急落となって来ている。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \5,065 2 月 7 日 \3,885 6 月 4 日 \4,853 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \5,069 2 月 7 日 \3,886 6 月 4 日 \4,857 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,856 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \4,166 9 月 3 日 \4,860 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \4,330 11 月 6 日 \4,864 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \4,502 

12 月 25

日 

\4,869 

     

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 2/2/2/2/15151515 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 26.026.026.026.0 ドルドルドルドル安安安安のののの 1609.51609.51609.51609.5 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。安値は安値は安値は安値は 1596.71596.71596.71596.7 ドルドルドルドルまで

あり、そこからは多少戻した。為替は 93.43 円（一時は 92.20 円まであった）での終了のため、

国内換算では 16 円安である。 

国内夜間取引では 4,821 円と 48 円安まであり、終値は 23 円安。この日の NY 金の下落は織り

込み済みであるが、NY 市場はプレジデンツデーで 3 連休に入っている。 

 

重要なのは重要なのは重要なのは重要なのは 1626162616261626 ドルを割り込んだ事だドルを割り込んだ事だドルを割り込んだ事だドルを割り込んだ事だ。国内価格の下落が、単に為替の円高調整だけで来た

のなら話は別だったのだが、週末の NY 市場で金自体が底抜けしたというのが、大問題なわけだ。

底底底底抜け抜け抜け抜けしてしまったのだからしてしまったのだからしてしまったのだからしてしまったのだから、順当ならば、順当ならば、順当ならば、順当ならば 1550155015501550 ドル辺りまでは下げるだろうドル辺りまでは下げるだろうドル辺りまでは下げるだろうドル辺りまでは下げるだろう。万が一、それと

91 円台の円高が重なるようなら、 

〇1550155015501550 ドル×ドル×ドル×ドル×91919191 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4,5344,5344,5344,534 円円円円という事になるが、通常ならばそこまで NY 金が下げて

いる場合は円安だろうから、順当なところでは以下の様になるだろう。 

〇1550155015501550 ドル×ドル×ドル×ドル×94949494 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4,6844,6844,6844,684 円というところだ。これは国内相場の半値押し水準とほぼこれは国内相場の半値押し水準とほぼこれは国内相場の半値押し水準とほぼこれは国内相場の半値押し水準とほぼ

同じところだ同じところだ同じところだ同じところだ。 

 

怖いのは円高と重なる事ではなく、…中略… これが最悪の場合の底値だろうこれが最悪の場合の底値だろうこれが最悪の場合の底値だろうこれが最悪の場合の底値だろう。 

 

 ただし現時点では、先週号で予測した『もしも本格的な調整局面が来るのなら、チャートでもしも本格的な調整局面が来るのなら、チャートでもしも本格的な調整局面が来るのなら、チャートでもしも本格的な調整局面が来るのなら、チャートで

の現在の基準線の現在の基準線の現在の基準線の現在の基準線 4,8294,8294,8294,829 円～転換線円～転換線円～転換線円～転換線 4,9564,9564,9564,956 円の範囲だろう円の範囲だろう円の範囲だろう円の範囲だろう』という範囲の下限に到達したところ

であり、上記のシナリオは国内相場の上記のシナリオは国内相場の上記のシナリオは国内相場の上記のシナリオは国内相場の 4,8004,8004,8004,800 円割れ＆円割れ＆円割れ＆円割れ＆NYNYNYNY 金の金の金の金の 1600160016001600 ドル割れが再度起きた場合のドル割れが再度起きた場合のドル割れが再度起きた場合のドル割れが再度起きた場合の

ケースとなるだろうケースとなるだろうケースとなるだろうケースとなるだろう。 

 そこからそこからそこからそこからなら、一度はなら、一度はなら、一度はなら、一度は売りでも売りでも売りでも売りでも取れるはずだ取れるはずだ取れるはずだ取れるはずだ。 
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CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 2/2/2/2/12121212 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

    

またまたまたまた 2/2/2/2/15151515 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略… 

 

なお週末の下落では、米有力ヘッジファンドが米有力ヘッジファンドが米有力ヘッジファンドが米有力ヘッジファンドが ETFETFETFETF のののの SPDRSPDRSPDRSPDR ゴールド・トラストの保有株をかゴールド・トラストの保有株をかゴールド・トラストの保有株をかゴールド・トラストの保有株をか

なり減らしたというニュースがあったなり減らしたというニュースがあったなり減らしたというニュースがあったなり減らしたというニュースがあった。ソロス、ポールソン、ジュリンアン・ロバーツ、ルイソロス、ポールソン、ジュリンアン・ロバーツ、ルイソロス、ポールソン、ジュリンアン・ロバーツ、ルイソロス、ポールソン、ジュリンアン・ロバーツ、ルイ

ス・ベーコンなど、皆が減らしたらしいス・ベーコンなど、皆が減らしたらしいス・ベーコンなど、皆が減らしたらしいス・ベーコンなど、皆が減らしたらしい。 

こういうニュースを聞くと、彼らがまた買い出す価格までは、やはり下がるのではないかと思

われる。 

 

結論として当方の相場観は、3 分の 1 押し水準の 4,820 円台まで下げてきた相場であるが、こ

こで止まらない場合は、半値押しの 4,680 円台まで下げるだろう。今のところ、その可能性の方

が大きいだろう。よってここしばらくは、5,000 円台回復は難しく、戻り売りの相場となるだろ

う。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 \5,108 -25 \5,175 -13 

2 月 13 日 \5,142 34 \5,195 20 

2 月 14 日 \5,197 55 \5,248 53 

2 月 15 日 \5,021 -176 \5,071 -177 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『大勢での押し目買い相場には、まだ変化はないだろう。

最大下げた場合は、高値からの 5％下げを想定しており、これは 5,300 円からであれば 265 円下

げとなるわけで、結局 5,000 円割れは困難だろうという見方だ』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末の大暴落までは押し目買いが続いていたが、その暴落で一気に 5,0515,0515,0515,051

円（週末の夜間取引）まで下落円（週末の夜間取引）まで下落円（週末の夜間取引）まで下落円（週末の夜間取引）まで下落。 

 

予想通りに（とは言っても、一発で来るとは思わなかったのだが）、5555％近い調整局面がや％近い調整局面がや％近い調整局面がや％近い調整局面がやってってってって

来た来た来た来た。ただし金が4,800円台前半まで値を消す中で、プラチナはまだ5,000円台を維持している。

またその夜間取引でもプラスで引けており、南ア材料があるプラチナは、週末の下げはかなり南ア材料があるプラチナは、週末の下げはかなり南ア材料があるプラチナは、週末の下げはかなり南ア材料があるプラチナは、週末の下げはかなり

大きかったとはいえ、まだ金よりも強そうである事に変わりはない大きかったとはいえ、まだ金よりも強そうである事に変わりはない大きかったとはいえ、まだ金よりも強そうである事に変わりはない大きかったとはいえ、まだ金よりも強そうである事に変わりはない。 

 

しかしながら、金と全く別物の動きをするわけではないゆえ…中略… 

 

今のところ、そのプラチナ独自の材料としては、 

…中略… 

〇NY 市場でのファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、5555 万万万万 100100100100 枚と更に増加枚と更に増加枚と更に増加枚と更に増加。←New 

〇ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収。←New 

〇中国の自動車排ガス規制強化に伴う白金の自動車触媒向け需要増加期待が台頭。←New 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \5,247 2 月 7 日 \3,468 7 月 24 日 \5,021 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \5,255 2 月 7 日 \3,466 7 月 24 日 \5,039 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \5,039 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \5,040 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\5,059 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\5,071 

 

 今週は、プラチナ－金の価格差チャートではなく、NY プラチナのチャートを次ページにアッ

プする。 

〇NY プラチナ日足 

…削除済み… 
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週末週末週末週末 2/152/152/152/15 のののの NYNYNYNY プラチナは、前日比プラチナは、前日比プラチナは、前日比プラチナは、前日比 33.233.233.233.2 ドル安のドル安のドル安のドル安の 1677.71677.71677.71677.7 ドルドルドルドル。円安であるため、国内換算

では 17 円高と下げてはいない。週末に 180 円も下げたのだから、当然だろうが。 

 

 さて 1670 ドル台まで急落した相場であるが、チャートではまだ完全に崩れた格好ではないチャートではまだ完全に崩れた格好ではないチャートではまだ完全に崩れた格好ではないチャートではまだ完全に崩れた格好ではない。

1650 ドルを維持するようなら、復活の可能性は十分ある。 

強力な下値抵抗線は強力な下値抵抗線は強力な下値抵抗線は強力な下値抵抗線は 1515151515151515 ドルドルドルドルであり、…中略… 

 

なお週末現在のサヤは、5,071 円（プラチナ）－4,869 円（金）＝202202202202 円円円円。 

 

週末に金以上に大きく下げたのは、サヤ調整であり、売りが売りを呼んでの下げである週末に金以上に大きく下げたのは、サヤ調整であり、売りが売りを呼んでの下げである週末に金以上に大きく下げたのは、サヤ調整であり、売りが売りを呼んでの下げである週末に金以上に大きく下げたのは、サヤ調整であり、売りが売りを呼んでの下げである。金

よりも下げ幅が大きかったからと言って、何かプラチナに弱材料があったわけではない。 

ただし今後も、金が下げれば、それ以上にプラチナが売られる場面が無いとは言えないが。 

 

結論として当方の相場観は、週末の大暴落は衝撃的だったものの、このところの金以上に大き

く買われたサヤを一気に訂正しただけだろう。基本的にプラチナには下げ材料は無く、押し目買

いの相場に変化はないと思われる。注意は、金への連れ安だけである。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 \32,400 -90 \26,740 -60 

2 月 13 日 \31,500 -900 \26,580 -160 

2 月 14 日 \31,500 0 \26,810 230 

2 月 15 日 \\\\32,50032,50032,50032,500    1000 \26,470 -340 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『このまま崩れてしまう相場ではないと見ており、もう一度高い場面がある

とは思うが、今週の下落でやはりそんなに強い相場ではなかったと証明せれた格好か。短期的に

は突っ込み買い狙いであるが、中長期的には戻り売りの相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、続落した相場が 26,37026,37026,37026,370 円（円（円（円（2/152/152/152/15）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。 

 

24,42024,42024,42024,420 円（円（円（円（11/1411/1411/1411/14）→）→）→）→28,17028,17028,17028,170 円（円（円（円（2/52/52/52/5）まで）まで）まで）まで 3,7503,7503,7503,750 円の上昇の後、週末の安値円の上昇の後、週末の安値円の上昇の後、週末の安値円の上昇の後、週末の安値 26,37026,37026,37026,370 円（円（円（円（2/152/152/152/15））））

までまでまでまで 1,8001,8001,8001,800 円の下落である円の下落である円の下落である円の下落である。上げ幅の半値押しとなったわけだ上げ幅の半値押しとなったわけだ上げ幅の半値押しとなったわけだ上げ幅の半値押しとなったわけだ。 

いわゆる典型的な｢2 月崩し｣というヤツだが、元々中長期的には強い相場ではないと考えてい

る相場ゆえ、こんなものかというところだ。 

 

アルゼンチンの干ばつはブラジルの増産で相殺だし、今の在庫は少ないとはいえ、今年の米アルゼンチンの干ばつはブラジルの増産で相殺だし、今の在庫は少ないとはいえ、今年の米アルゼンチンの干ばつはブラジルの増産で相殺だし、今の在庫は少ないとはいえ、今年の米アルゼンチンの干ばつはブラジルの増産で相殺だし、今の在庫は少ないとはいえ、今年の米

国は大増産の予定国は大増産の予定国は大増産の予定国は大増産の予定。…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \33,940 2 月 4 日 \20,820 6 月 4 日 \\\\32,50032,50032,50032,500    

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \33,900 2 月 5 日 \21,040 6 月 4 日 \31,900 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \33,350 2 月 5 日 \21,490 6 月 18 日 \30,510 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \25,510 10 月 1 日 \27,870 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\27,970 2 月 6 日 \24,420 

11 月 14

日 

\26,450 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,170 2 月 5 日 \24,930 

12 月 21

日 

\26,470 

  

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 2/2/2/2/15151515 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、3333 月限月限月限月限でででで 4.004.004.004.00 セントセントセントセント高高高高のののの 698698698698.75.75.75.75 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。12121212 月限では月限では月限では月限では 0.750.750.750.75

セント安セント安セント安セント安のののの 563.563.563.563.00000000 セントセントセントセントである。 

 

相変わらずの逆ザヤ相場であるが、チャートチャートチャートチャートでででではははは 746.25746.25746.25746.25 セント（セント（セント（セント（2/12/12/12/1）をトップとして、）をトップとして、）をトップとして、）をトップとして、ずずずず

っとっとっとっと陰線陰線陰線陰線が続いて、が続いて、が続いて、が続いて、687.25687.25687.25687.25 セント（セント（セント（セント（2/132/132/132/13）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。 
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底値の底値の底値の底値の 678678678678 セントまで残りわずかセントまで残りわずかセントまで残りわずかセントまで残りわずかだが、時期的に割れての大暴落というのはなさそうであり、

新穀はすでに 5 ドル台なのだから、目先は下げてもたかが知れているだろう。 

 

国内市場では国内市場では国内市場では国内市場では 26,00026,00026,00026,000 円割れくらいまでは待ちたいが、それがあれば一時的には買いでも取れ円割れくらいまでは待ちたいが、それがあれば一時的には買いでも取れ円割れくらいまでは待ちたいが、それがあれば一時的には買いでも取れ円割れくらいまでは待ちたいが、それがあれば一時的には買いでも取れ

るかもしれないるかもしれないるかもしれないるかもしれない。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 2/122/122/122/12 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

また東京市場は、週明けに 2014 年 3 月限が発会する。1 月限との比較では、同ザヤ～若干の

順ザヤでの発会となるだろう。 

  

結論として当方の相場観は、目先一段安に突っ込むようなら、短期的な買い狙いである。ただ

し大相場は、全く期待していない。 
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〇東京大豆金日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 \61,300 -710 \52,720 -1480 

2 月 13 日 \61,000 -300 \52,100 -620 

2 月 14 日 \61,000 0 \52,340 240 

2 月 15 日 \\\\59,00059,00059,00059,000    -2000 \51,690 -650 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『52,000 円以下まで大きく突っ込めば、そこはまた買いでも面白いだろう。

しかし基本的には、戻り売りのトレンドであり、円安以外の材料を過大視する事は出来ない相場

であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの急落～その後の下落で 51,48051,48051,48051,480 円（円（円（円（2/152/152/152/15）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。 

 

48,45048,45048,45048,450 円（円（円（円（1/91/91/91/9）→）→）→）→55,45055,45055,45055,450 円（円（円（円（2/62/62/62/6）まで）まで）まで）まで 7,0007,0007,0007,000 円の上昇を果たした相場は、円の上昇を果たした相場は、円の上昇を果たした相場は、円の上昇を果たした相場は、51,4851,4851,4851,480000 円まであ円まであ円まであ円まであ

っという間にっという間にっという間にっという間に 4,0004,0004,0004,000 円ほどの下落円ほどの下落円ほどの下落円ほどの下落。 

｢大きく突っ込めば、買ってみても面白い｣としたものの、こういう下げでは 55,45055,45055,45055,450 円は当面円は当面円は当面円は当面

の天井と考え、戻りを売る方が良いかもしれないの天井と考え、戻りを売る方が良いかもしれないの天井と考え、戻りを売る方が良いかもしれないの天井と考え、戻りを売る方が良いかもしれない。 

 

確かに在庫率は、4.1％と危機的水準ではある。ただしそれは米国の在庫はという事で、アル

ゼンチンは…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \64,000 2 月 5 日 \41,050 2 月 16 日 \\\\59595959,000,000,000,000    

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \62,820 2 月 6 日 \41,750 6 月 4 日 \60,280 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \58,190 2 月 7 日 \44,400 6 月 18 日 \55,590 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \58,400 2 月 7 日 \47,500 

11 月 13

日 

\55,440 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \57,960 2 月 6 日 \46,920 

10 月 16

日 

\54,590 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \55,450 2 月 6 日 \48,450 1 月 9 日 \51,690 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 2/2/2/2/15151515 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、3333 月限で月限で月限で月限で 6.506.506.506.50 セントセントセントセント高高高高のののの 1414141424242424.50.50.50.50 セントセントセントセント。11111111 月限月限月限月限はははは 3.003.003.003.00 セントセントセントセント

安安安安のののの 1212121261.7561.7561.7561.75 セントセントセントセント。 

 

相場は 15 ドルを越えられずに反落に転じたわけで、大勢ではまだ下値もみ合い大勢ではまだ下値もみ合い大勢ではまだ下値もみ合い大勢ではまだ下値もみ合いを演じている

格好である。当方の基本的な考え方としては、今年の相場に大相場は無いとの見方なので、つま

り 15151515 ドル台はあったとしても、ドル台はあったとしても、ドル台はあったとしても、ドル台はあったとしても、17171717 ドル台など無いとの考えドル台など無いとの考えドル台など無いとの考えドル台など無いとの考えなわけだ。 

下値は 13.5 ドルが今は底になっているが、すでに新穀は 12 ドル台半ばに居るわけで、最大で最大で最大で最大で
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10101010 ドルを割る程度まで下げてもおかしくないとの考えドルを割る程度まで下げてもおかしくないとの考えドルを割る程度まで下げてもおかしくないとの考えドルを割る程度まで下げてもおかしくないとの考えなわけだ。 

 

そういう基本的な考えを持っているゆえ、…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 2/2/2/2/12121212 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、今年の相場は大勢戻り売り相場であると見ているものの、この 2

月という時期の安値は、買いでも多少取れるだろう。突っ込み買いの方針である。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 310.1 2.1 331.6 1.4 

2 月 13 日 312.0 1.9 332.1 0.5 

2 月 14 日 312.0 0.0 331.0 -1.1 

2 月 15 日 306.0 -6.0 321.4 -9.6 

先週号においては『340 円手前まで上昇した後に調整局面入りしているが、下値抵抗線は今の

ところ 320 円であろう。その辺はまた買い場と見るのが順当で、崩れるには 300 円割れが無いと

難しいだろう』とコメントした。    

今週の相場展開は、週末に急落した相場が 320.0320.0320.0320.0 円（円（円（円（2/152/152/152/15）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。 

 

337.8337.8337.8337.8 円（円（円（円（2/62/62/62/6））））→→→→320.0320.0320.0320.0 円（円（円（円（2/152/152/152/15）まで、大きく下げてきたのが今週の相場だ）まで、大きく下げてきたのが今週の相場だ）まで、大きく下げてきたのが今週の相場だ）まで、大きく下げてきたのが今週の相場だ。ただしその

後の夜間取引でもまだ 320 円は割らず、ちょうど下値抵抗線の値位置で止まっている現状ちょうど下値抵抗線の値位置で止まっている現状ちょうど下値抵抗線の値位置で止まっている現状ちょうど下値抵抗線の値位置で止まっている現状であ

る。 

 

チャートでは、ちょうど基準線の位置に到達したところであり、この辺で止まればまた買われ

る相場となりそうだ。逆に 320 円を割り込んで行くようだと、まずは 300 円を目指すか。更に

300 円を割れるようだと、相場は天井が決まったという事になろう。 

いずれにせよ、来週の動きが重要である。ここまでは、単なる調整の範囲内ゆえに。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 230.0 8 月 26 日 314.2 2 月 6 日 216.4 8 月 31 日 306.0 

2013 年 3 月 253.5 9 月 25 日 316.6 2 月 6 日 240.0 

11 月 12

日 

306.9 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

323.9 2 月 6 日 241.8 

11 月 12

日 

308.9 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

329.0 2 月 6 日 245.6 

11 月 29

日 

312.7 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 283.8 

12 月 21

日 

317.0 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 309.6 1 月 29 日 321.4 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、2 月限 306.0 円～7 月限 321.4 円と 15.415.415.415.4 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤは縮小したが、こ

れはファンドファンドファンドファンドの整理売売りが週末に出たための整理売売りが週末に出たための整理売売りが週末に出たための整理売売りが週末に出たためだろう。それに向かって買ったのは、商社のショ商社のショ商社のショ商社のショ

ートカバーートカバーートカバーートカバーである。 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、1/20 現在で 328 トン増の 7,262 トン。2 旬ぶりの増加である。 
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上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、休場中。週明けから、取引はスタートする。 

 

ともかくチャートは、分岐点である。週明けから上海市場もスタートするわけで、その動向に

も注目だ。 

ただし 2011 年のように、500 円台まで駆け上がるような相場となるかどうかは、冷静に考え

るとどうかと思う。現在と 2011 年の相場を比較すると… 

〇生産 2011201120112011 年…タイ・ベトナム・中国雲南省などで豪雨、前年にインドネシア巨大地震・噴年…タイ・ベトナム・中国雲南省などで豪雨、前年にインドネシア巨大地震・噴年…タイ・ベトナム・中国雲南省などで豪雨、前年にインドネシア巨大地震・噴年…タイ・ベトナム・中国雲南省などで豪雨、前年にインドネシア巨大地震・噴

火などで、生産高は激減火などで、生産高は激減火などで、生産高は激減火などで、生産高は激減。 

    現在…生産に特に支障はない。タイの在庫買い上げ政策あり。    

〇消費 2011 年…中国の自動車販売が世界一に。 

    現在…東南アジアは好調。 

〇内部要因 2011 年…ファンド資金流入。上海は仕手相場へ。 

     現在…ファンド資金流入。    

    

 結論として当方の相場観は、320 円は相場の分岐点。ここで下げ止まる様なら、相場は 340 円

オーバーへと向かうだろう。逆に下げどまらない場合は、まずは 300 円まで下げるだろう。上海

市場の国慶節明けの相場に注目だ。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 \66,670 630 \65,700 720 

2 月 13 日 \66,380 -290 \65,510 -190 

2 月 14 日 \66,500 120 \65,850 340 

2 月 15 日 \65,930 -570 \64,900 -950 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『NY 原油は調整局面入りをしているが、ロンドン・ドバイは中東情勢の緊

張で高値追いのまま。東京もそれに円安が加味され、まだ騰勢一服とはなっていない。目標値は

不明で、言える事は｢明確に天井を確認するまで、新規売りは危険｣という事のみだ』とコメント

した。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 95959595～～～～98989898 ドルでのもみ合いへドルでのもみ合いへドルでのもみ合いへドルでのもみ合いへ。週末 2/15 は前日比 1.45 ドル安の

95.95.95.95.86868686 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了である。 

 

NYNYNYNY 原油は、完全に上昇一服となった格好である原油は、完全に上昇一服となった格好である原油は、完全に上昇一服となった格好である原油は、完全に上昇一服となった格好である。ざっくり 84 ドル→98 ドルまで 14 ドル上げ

たのだから、3333 分の分の分の分の 1111 押しなら押しなら押しなら押しなら 94949494 ドル辺りまで、半値押しならドル辺りまで、半値押しならドル辺りまで、半値押しならドル辺りまで、半値押しなら 91919191 ドル辺りまでドル辺りまでドル辺りまでドル辺りまで下げても自然だ

し、その後また上昇相場に入っても不思議ではない。 

ただし、国内市場のようには、そんなに過熱しないで調整に入っているわけで、大きな下げに

なるかどうかには疑問ありだ。 

 

一方で週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111111117777 ドル台ドル台ドル台ドル台、、、、ドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油も 111111113333 ドル台ドル台ドル台ドル台と堅調である。相変

わらず NYNYNYNY 原油原油原油原油に対する上ザヤ推移となっているに対する上ザヤ推移となっているに対する上ザヤ推移となっているに対する上ザヤ推移となっている。 

これは中東情勢が不安定なためであり、世界は北朝鮮での核実験自体よりも、イランの核開発

～テロリストへ核が渡らないかという懸念の方を心配しているわけだ。 

 

なお 2/2/2/2/12121212 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、66,46066,46066,46066,460 円（円（円（円（2/2/2/2/13131313））））と先週よりもまた 1,000 円上げて高値更新し、そこからは円

安の調整もあって週末に下落である。 

しかし G20 前の調整は、NY 市場での動きを見ればわかるとおり、92 円台→93 円台へとまた円

安が進み、アベノミクスは各国の理解を得た模様。 

 

チャートでは転換線にくっついただけチャートでは転換線にくっついただけチャートでは転換線にくっついただけチャートでは転換線にくっついただけで、週末の下げ程度なら、ほんの僅かな調整である。

基準線まで下げれば、62,000 円割れという事でそこそこの下げになるわけだが、そういう調整

が来るのかどうかは全く不透明。 

相対力指数相対力指数相対力指数相対力指数はまだはまだはまだはまだ 70707070 ポイント台を維持しており、チャートは未だポイント台を維持しており、チャートは未だポイント台を維持しており、チャートは未だポイント台を維持しており、チャートは未だ青天井相場青天井相場青天井相場青天井相場の様相でもあるの様相でもあるの様相でもあるの様相でもある。
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…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \53,910 9 月 3 日 \\\\67,16067,16067,16067,160    2222 月月月月 12121212 日日日日    \50,290 9 月 21 日 \65,930 

2013 年 3 月 \52,040 10 月 1 日 \\\\67,51067,51067,51067,510    2222 月月月月 13131313 日日日日    \50,610 

11 月 12

日 

\66,080 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \\\\67,32067,32067,32067,320    2222 月月月月 13131313 日日日日    \50,390 

11 月 12

日 

\65,810 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \\\\66,83066,83066,83066,830    2222 月月月月 12121212 日日日日    \52,370 

12 月 11

日 

\65,460 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \\\\66,69066,69066,69066,690    2222 月月月月 13131313 日日日日    \57,320 1 月 8 日 \65,170 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \\\\66,46066,46066,46066,460    2222 月月月月 13131313 日日日日    \62,830 2 月 1 日 \64,900 

  

結論として当方の相場観は、チャートはまだ全然崩れておらず、まだ売れる相場ではないだろ

う。またもみ合いに入っている NY 原由のファンド買い、高水準の取組高はエネルギーを溜め込

んでいる状態を示しており、何かの前兆かもしれない。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 \78,980 1100 \81,190 1120 

2 月 13 日 \78,820 -160 \81,010 -180 

2 月 14 日 \79,440 620 \81,410 400 

2 月 15 日 \79,070 -370 \80,540 -870 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『現水準では中期の相場見通しは立てづらい。また短期でも動きは激しくな

る可能性が大であり、参入は日計りなどの超短期がベターか。とにかく現状では、まだ青天井相

場が継続しているとしか、判断できない相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、82,25082,25082,25082,250 円（円（円（円（2/132/132/132/13））））まで先週から更に 1,000 円上げたが、週末は反落。若

干の調整が入った。 

 

その後の夜間取引では、80,16080,16080,16080,160 円の安値＝転換線にくっついたところ～円の安値＝転換線にくっついたところ～円の安値＝転換線にくっついたところ～円の安値＝転換線にくっついたところ～81,30081,30081,30081,300 円までの反騰円までの反騰円までの反騰円までの反騰

と動いており、まだこの上昇相場に終が来た気配は無い。 

一部では、10 万円相場となる…という説もささやかれているが、さすがにここから積極的に

買える筋も居ないだろう。当方からのアドバイスは、単に値当方からのアドバイスは、単に値当方からのアドバイスは、単に値当方からのアドバイスは、単に値頃だけで新規売りはするべきでは頃だけで新規売りはするべきでは頃だけで新規売りはするべきでは頃だけで新規売りはするべきでは

ないないないない、というものだけだ、というものだけだ、というものだけだ、というものだけだ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \64,510 8 月 27 日 \\\\79,83079,83079,83079,830    2222 月月月月 12121212 日日日日    \61,020 9 月 21 日 \79,070 

2013 年 4 月 \63,400 9 月 26 日 \\\\82,55082,55082,55082,550    2222 月月月月 13131313 日日日日    \62,560 11 月 6 日 \80,880 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\\\\82,38082,38082,38082,380    2222 月月月月 13131313 日日日日    \62,490 11 月 6 日 \80,940 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\\\\82,25082,25082,25082,250    2222 月月月月 12121212 日日日日    \66,480 

12 月 10

日 

\80,820 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\\\\82,28082,28082,28082,280    2222 月月月月 13131313 日日日日    \69,640 

12 月 26

日 

\80,670 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \\\\82,25082,25082,25082,250    2222 月月月月 13131313 日日日日    \75,360 1 月 29 日 \80,540 

 

2/2/2/2/15151515 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

2/2/2/2/9999 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、まだ天井を打った明確な形跡は無い。値頃感での売りだけは厳禁

であり、また水準的にはかなりの高値水準である事から、売買は短期に徹するべきだろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

2 月 12 日 \80,930 800 \79,750 1440 

2 月 13 日 \79,890 -1040 \79,600 -150 

2 月 14 日 \79,980 90 \79,860 260 

2 月 15 日 \79,170 -810 \78,590 -1270 

最後に灯油で最後に灯油で最後に灯油で最後に灯油です…す…す…す…    

先週号においては『韓国からの緊急輸入で需給逼迫は改善。それでも夜間取引では 82,000 円

台という高値を記録したが、ひょっとしてあれが天井？ 来週の動きに注目したい』とコメント

した。 

今週の相場展開は、82,03082,03082,03082,030 円（円（円（円（2/122/122/122/12））））までの急騰の後、さすがに反落。週末は週末は週末は週末は 78,00078,00078,00078,000 円台半円台半円台半円台半

ばでの終了ばでの終了ばでの終了ばでの終了となった。 

その後の夜間取引では、78,150 円の安値まで出るが、79,250 円まで戻すなど、相変わらずの

激しい動きである。 

 

さすがに現在のスポット価格より大幅に高いさすがに現在のスポット価格より大幅に高いさすがに現在のスポット価格より大幅に高いさすがに現在のスポット価格より大幅に高い 82,00082,00082,00082,000 円台という価格は、異常な買われ過ぎだ円台という価格は、異常な買われ過ぎだ円台という価格は、異常な買われ過ぎだ円台という価格は、異常な買われ過ぎだ

った模様った模様った模様った模様。もちろん今後、また原油が更なる高騰となればつじつまは合うだろうが、不需要期の不需要期の不需要期の不需要期の

価格が需給逼迫を騒がれる現在の価格よりもなお高いというのは、変だとしか言い様がない価格が需給逼迫を騒がれる現在の価格よりもなお高いというのは、変だとしか言い様がない価格が需給逼迫を騒がれる現在の価格よりもなお高いというのは、変だとしか言い様がない価格が需給逼迫を騒がれる現在の価格よりもなお高いというのは、変だとしか言い様がないわ

けだ。またその需給逼迫も、今ではもうすでに韓国からの緊急輸入で解消しているしその需給逼迫も、今ではもうすでに韓国からの緊急輸入で解消しているしその需給逼迫も、今ではもうすでに韓国からの緊急輸入で解消しているしその需給逼迫も、今ではもうすでに韓国からの緊急輸入で解消しているし。 

そういう意味では、取りあえず原油価格の高騰が無い限りは、82,00082,00082,00082,000 円で天井は打った相場円で天井は打った相場円で天井は打った相場円で天井は打った相場

と言えるだろう。下がるかどうかは、また別の話ではあるが。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \67,500 8 月 27 日 \\\\81,90081,90081,90081,900    2222 月月月月 12121212 日日日日    \64,080 11 月 6 日 \79,170 

2013 年 4 月 \64,320 9 月 26 日 \\\\81,70081,70081,70081,700    2222 月月月月 12121212 日日日日    \62,960 11 月 6 日 \78,740 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\\\\81,24081,24081,24081,240    2222 月月月月 12121212 日日日日    \62,530 11 月 6 日 \78,250 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\\\\81,46081,46081,46081,460    2222 月月月月 12121212 日日日日    \64,690 

12 月 11

日 

\78,130 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\\\\81,70081,70081,70081,700    2222 月月月月 12121212 日日日日    \68,040 

12 月 26

日 

\78,390 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \\\\82,03082,03082,03082,030    2222 月月月月 12121212 日日日日    \71,640 1 月 29 日 \78,590 

  

2/2/2/2/15151515 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

2/2/2/2/9999 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、今後の相場は原油相場次第ではあるが、灯油独自の買い材料はな

くなり、灯油自体は 82,000 円で天井を打ったと見るのが良いだろう。よって灯油売り、原油買

いなどのスプレッドが有効かもしれない。 
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 〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

 94.0594.0594.0594.05 円（円（円（円（2/52/52/52/5）まで円安が進んだ相場は、）まで円安が進んだ相場は、）まで円安が進んだ相場は、）まで円安が進んだ相場は、G20G20G20G20 を前に警戒感が高まりを前に警戒感が高まりを前に警戒感が高まりを前に警戒感が高まり、、、、92.2092.2092.2092.20 円までの円高調円までの円高調円までの円高調円までの円高調

整へ整へ整へ整へ。 

しかし G20 に参加した麻生大臣は、…中略… 

なお来週の主な経済指標の予定は、 

18 日（月）米国市場は休場（プレジデンツデー）、ドラギ ECB 総裁、公聴会で証言 

19 日（火）日銀議事録、米労働省・消費者物価指数改定について発表 

20 日（水）日本通関ベース貿易収支（日本通関ベース貿易収支（日本通関ベース貿易収支（日本通関ベース貿易収支（1111 月）月）月）月）、米米米米 FOMCFOMCFOMCFOMC 議事録議事録議事録議事録 

21 日（木）セントルイス連銀総裁、サンフランシスコ連銀総裁、ダラス連銀総裁の講演 

22 日（金）日米首脳会談日米首脳会談日米首脳会談日米首脳会談  

24 日（日）イタリア総選挙 

などである。 

 注目は注目は注目は注目は 20202020 日日日日のののの FOMCFOMCFOMCFOMC 議事録か議事録か議事録か議事録か。 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

 127.69127.69127.69127.69 円（円（円（円（2/62/62/62/6）まで円安）まで円安）まで円安）まで円安////ユーロ高が進行した市場はユーロ高が進行した市場はユーロ高が進行した市場はユーロ高が進行した市場は、、、、その後調整局面に入って、その後調整局面に入って、その後調整局面に入って、その後調整局面に入って、123123123123 円台円台円台円台

までまでまでまで円高となった円高となった円高となった円高となった。 …中略… 

 ただし 11 月の円安スタート以来、一度も基準線までの調整となった事はなく、今回が初のケ

ースだけに、127.69127.69127.69127.69 円も目先の天井かも円も目先の天井かも円も目先の天井かも円も目先の天井かもしれない。しばらくはこの辺でもみ合いをするのだろ

う。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 1.371 ドル（2/1）までドル安/ユーロ高が進んだ市場は、1.33 ドル台までドル高となって、今

は完全に調整局面入りとなっている。 

…中略… 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


